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本試大問Ⅰの本文全体のテーマが的中本試大問Ⅰの本文全体のテーマが的中
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かつては，胃酸の量を減らす薬が胃潰瘍の治療に用いられていた。一時的ではあるが効くには
効くものであったので，胃酸過多が胃潰瘍を引き起こすのだという考えが主流であった。

　 本試大問Ⅰ問 2「下線部(ⅰ) で言及される this prevailing theory は，具体的にはどのような内容
　 を表しているか」の解答
　 「胃潰瘍はストレスと，そこから生じる胃酸過多を原因として引き起こされるという，当時の有力な
　 見解。」に直結！！

Barry Marshall と Robin Warren による，ヘリコバクター・ピロリ菌が胃潰瘍を引き起こす
とする学説の提唱

ヘリコバクター・ピロリを培養する試みは長らく失敗していた。理由は，ヘリコバクター・ピロリは
成長の極めて遅い菌で，それまでの実験は早く切り上げられ過ぎていたのだった。

　 本試大問Ⅰ問 3「選択肢 (い )を否定する根拠「Marshall の 8回目の会話で，通常なら
　 ば研究室で2日間で培養しても発見できない菌は存在しないものと見なす考え方があった
　 と述べられており，それに照らせば成長の遅いヘリコバクター・ピロリは発見できなかった
　 はずであるから。」に直結
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Marshall らの学説に対する，消化器の専門家からの批判Marshall らの学説に対する，消化器の専門家からの批判

潰瘍の治療薬を生産する（＝既得権益を持つ）製薬会社も抵抗勢力の一つであった

　 本試大問Ⅱ自由英作文「彼らの発見が他の医療関係者によってどのように受け止められたのか，また
　 そのような受け止め方をされたのはなぜだと思うかについて論ぜよ」に直結

Marshall らは自らの学説の正当性を訴えるべく，ヘリコバクター・ピロリを含む溶液を自ら飲み，それが潰瘍を引き起
こすことを確認したうえで，菌を死滅させる抗生物質を摂取し潰瘍を治療するという究極の人体実験を行った

　 本試大問Ⅰ問 5    “Marshall’ s most famous and most dangerous experiment” に直結
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